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 １ 計画の背景と目的 

 

（１）策定の背景 

 

①社会環境の変化 

■ 社会環境の変化と生涯学習の重要性 

近年、人口減少や少子高齢化の進展、人生 100 年時代の到来、価値観やライフスタイルの多

様化、グローバル化や共生社会の進展、地球環境への配慮、デジタル技術の急速な進展など、

社会を取り巻く環境は大きく変化しています。 

重要なのは、グローバル化と多文化共生です。日本社会の少子高齢化（令和 22 年の日本の

高齢化率（推計）は 35.3％）に伴う労働力不足（令和 22 年には 1,000 万人以上減少します。）

を主要因として、日本で働く在住外国人が増加することが見込まれるとともに、「観光立国」

によるインバウンド＝訪日外国人の増加も予想されます。 

これまで声を上げづらかった女性や子ども、さらに、障害者、外国人、性的少数者、貧困者

といったマイノリティの人たちの権利を守る動きが盛んになっています。外国人住民の増加や、

経済的・社会的な格差の拡大、生きづらさを抱える人々への支援の必要性の高まりを背景に、

多様な人々が互いを認め合い、共に生きることができる包摂的な社会の実現が求められていま

す。 

また、生成ＡＩをはじめとするデジタル技術の発展により、働き方やコミュニケーションの

あり方は大きく変化しています。デジタル技術は、新たな学びや交流の機会を広げる一方で、

デジタル格差への対応や、変化する社会に適応するための新たな知識や技能の習得も重要な課

題となっています。 

さらに、単身世帯の増加や地域コミュニティの担い手不足などにより、人と人とのつながり

や地域社会のあり方も変化しており、地域における支え合いや共助の機能の維持・再構築が課

題となっています。このような中、多様な主体が協働しながら地域課題の解決に取り組むこと

の重要性が高まっています。 

こうした社会変化を背景に、誰もが生涯にわたり学び続けることができる環境づくりや、学

びを通じた人づくり・地域づくりの重要性が一層高まっています。 
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②国における生涯学習の動向 

■ 国における生涯学習の考え方 

文部科学白書では、「生涯学習」を、人々が生涯にわたって行うあらゆる学習活動と位置付け

ており、学校教育、社会教育、文化・スポーツ活動、ボランティア活動、趣味など、様々な場

や機会における学びを含むものとしています。また、生涯を通じて自由に学び、その成果をい

かすことのできる「生涯学習社会」の実現を、教育行政の重要な目標としています。 

「教育基本法」第３条においても、国民一人ひとりが豊かな人生を送ることができるよう、

生涯にわたり、あらゆる機会・場所において学び、その成果を適切にいかすことのできる社会

の実現を図ることが示されています。 

 

■ 近年の動向 

「第４期教育振興基本計画（令和５年策定）」では、「持続可能な社会の創り手の育成」と「日

本社会に根差したウェルビーイング＊の向上」を基本的なコンセプトとして掲げ、教育を通じ

て個人と社会（家庭・地域・社会）のウェルビーイングの向上を目指しています。 

また、中央教育審議会 生涯学習分科会では、生涯学習・社会教育が果たす役割として①ウ

ェルビーイングの実現、②地域コミュニティの基盤、③社会的包摂の実現が示されました。 

さらに、第 12 期の議論（令和６年）では、全ての人のウェルビーイングを支える学びの在り

方（方向性）とともに、重点事項として、「社会人のリカレント＊教育」「障害者の生涯学習」「外

国人の日本語学習」「社会教育人材」について議論されました。 

特に「社会教育人材」については、中央教育審議会総会において、社会教育法の改正を見据

え、人材の確保・育成を図る方向性が示されています。 

  

＊ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生
の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。また、多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じるとともに、
個人を取り巻く場や地域、社会が幸せや豊かさを感じられる良い状態にあることも含む包括的な概念のこと。 

＊リカレント教育 学校教育を修了した後、社会人が再び学校等で受ける教育のこと。職業から離れて行われるものか、
職業に就きながら行われるものかを問わず、職業に必要とされるスキルを身につけるためのリスキリングや、職業とは
直接的には結び付かない技術や教養等に関する学び直しを含む概念のこと。 
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③東京都における生涯学習の動向 

■ 近年の動向 

「東京都教育ビジョン（第５次）（令和６年度）」では、生涯学習に関する施策について、「基

本的な方針９ 家庭、地域・社会と学校とが連携・協働する教育活動の推進」などにおいて、

地域学校協働活動＊等の取組が位置付けられています。 

また、東京都生涯学習審議会では、「地域教育プラットフォーム構想＊」（平成 17 年提言）以

降、学校・家庭・地域の連携・協働を推進してきました。 

第 12 期東京都生涯学習審議会建議（令和６年）では、地域と学校が一体となって取り組む

「地域とともにある学校」の実現に向けて、都立学校を地域の学びとつながりの拠点（プラッ

トフォームの拠点）として活用する方向性が示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

＊地域学校協働活動：地域の多様な人々が参画し、学校と連携・協働して、子どもたちの成長支援や地域づくりを進める
活動で、コミュニティ・スクール（学校と地域が協働して運営する学校）と一体的に推進されている。 

＊地域教育プラットフォーム構想：学校区単位での「地域教育」を生涯学習の基本として捉えた上で、学校・家庭・地域
が協働し、子どもの育成・教育活動に取り組んでいくための共通の土台を整え、多様な担い手の参加の下に地域の教育
力を再構築していくための仕組みを作っていこうという構想。 

＊リスキリング：仕事や職業上で必要なスキルの大幅な変化に適応するために、新たに必要なスキルを学ぶこと。 
  

【参考】国際的な動向について 

○生涯教育・生涯学習の考え方の発展 

国際的に生涯教育が概念として示されたのは 1960 年代で、ユネスコにおいてポール・ラングラン

が「生涯教育（Éducation Permanente）」を提唱し、教育を「学校教育に限らず、生涯を通じて学び

続けること」を基本的な考え方として示しました。その後、リスキリング＊の考えが重要視されはじ

め、1990 年代には、ジャック・ドロールによるユネスコ報告書において、「生涯学習（Learning 

Throughout Life）」が「学校、職場、地域社会などあらゆる場で、生涯にわたり学び続けること」と

位置付けられ、21 世紀の教育の基本理念（鍵）として示されました。 

〇近年の動向 

近年は、生涯学習の考え方を基盤としつつ、成人を対象とした学習・教育（Adult Learning and 

Education：ＡＬＥ）の重要性が高まっています。2022 年の第７回ユネスコ国際成人教育会議

（CONFINTEAⅦ）の「マラケシュ行動枠組」では、「ＳＤＧｓの達成に向け、生涯学習が 17 の全ての

目標に不可欠であり、その中核としてＡＬＥが重要な役割を担う」ことが示されています。 
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（２）策定の目的 

 

本市では、平成 11 年に「府中市生涯学習推進計画～市民カレッジの展開に向けて～」を策定

しました。平成 15 年には「府中市生涯学習審議会」を設置し、審議会による提言・答申を踏ま

えながら、生涯学習施策を推進してきました。その後、改定を重ね、平成 31 年３月には「第３

次府中市生涯学習推進計画」（以下「第３次計画」といいます。）を策定し、市民の学びを支え

る様々な施策に取り組んできました。しかしながら、第３次計画の策定から７年が経過し、本

市を取り巻く社会情勢は大きく変化しています。 

本市では、令和７年人口をピークに人口減少局面へ移行するとともに、少子高齢化が進展す

る見込みです。 

また、生涯学習センターの再整備をはじめとする学びを取り巻く環境も変化しており、限ら

れた資源の中で持続可能な学びの環境を構築していくことが求められています。 

加えて、様々な社会環境の変化を背景に、学びに対するニーズは一層多様化するとともに、

地域を支える人材に求められる役割も変化しています。 

さらに、人生 100 年時代を迎え、誰もが生涯にわたり学び続けることの重要性と、その学び

を地域や社会でいかすことへの期待が高まっています。 

国においても、生涯学習を通じた「一人ひとり」と「社会全体」のウェルビーイングの向上

が重視されており、誰もが学び続け、その成果をいかすことのできる環境を持続的に確保・充

実していくことが、これまで以上に重要となっています。 

こうした状況を踏まえ、本計画は、社会環境や市民ニーズの変化に対応し、誰もが生涯を通

じて学び続けられる環境の充実を図るとともに、本市の生涯学習施策を総合的かつ計画的に推

進するため、「第４次府中市生涯学習推進計画」を策定するものです。   

イメージ 
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 ２ 計画の位置付け等 

 

（１）計画の位置付けと範囲 

 

①計画の位置付け 

第４次府中市生涯学習推進計画は、「教育基本法」、「社会教育法」及び「生涯学習の振興のた

めの施策の推進体制等の整備に関する法律」に基づく、地方における生涯学習施策の推進体制

と生涯学習の機会の整備を図る計画です。 

各法令や国や都の計画、最新の動向を参考にするとともに、第７次府中市総合計画を上位計

画とし、その他分野との整合を図り、本市の生涯学習を計画的・体系的に推進します。 
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②計画の範囲 

■ 生涯学習について 

本計画における「生涯学習」は、文部科学省や「教育基本法」で示される考え方を踏まえ、

「豊かな人生を送るために、“誰もが”“いつでも”“どこでも”生涯にわたって取り組むこと

のできる多様な学習」と位置付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 計画の範囲 

生涯学習は、市の多くの政策に関わりがあります。そのうち、本計画では、社会教育分野を

中心に、様々な事業を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の期間 

 

本計画の期間は、令和９年度～令和 16 年度までの８年間とします。   

例えば、講座を受講すること、サークル・ＮＰＯ活動に参加すること、公園で体操をすること、ヨガや

ピラティスを楽しむこと、音楽鑑賞や演奏をすること、絵を描くこと、読書をすること、スマホアプリ

で語学を習うこと、オンラインでスキル講座を受けること、子育ての集まりに参加すること、地域でボ

ランティアに参加することなど、日常生活の様々な場面での学びや活動が生涯学習に当たります。 

社会教育とは、学校の教育課程以外で行われる組織的な教育活動のことです。主に青少年や成人を対象

とし、生涯学習センターや公民館、図書館、博物館などにおける講座・学習活動や、スポーツ・レクリ

エーション活動などが含まれます。生涯学習とは、こうした社会教育に加え、学校教育、家庭教育、職

業上の学び、趣味やボランティア活動など、生涯にわたって行われるあらゆる学習活動を含む、より広

い概念です。 
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（３）計画の策定体制 

 

本計画の策定に当たっては、府中市生涯学習審議会において、計画の方向性や取組など、計

画全般にわたり協議・意見交換を行うとともに、本計画の素案について答申を受けました。 

また、市民を対象とした「府中市の生涯学習に関するアンケート調査」を実施するとともに、

市内都立学校に通う生徒や、連携協定を締結する高等学校・大学、プラッツの府中学生若者ネ

ットワーク参加者を対象とした「若者ＷＥＢアンケート調査」を実施しました。 

さらに、地域で活動する市民や生涯学習に関わる団体を対象とした「団体ヒアリング調査」

を実施し、多様な主体から意見を把握しました。 

 

 

 

 

 

 

【参考】市民参加について 

○府中市の生涯学習に関するアンケート調査（対象：市内在住 18 歳以上の男女対象 3,000 人） 

調査手法：郵送による配布、郵送・ＷＥＢ調査による回収（選択式）  

期間：令和７年 10 月 14 日（火）～10 月 31 日（金）※11 月 11 日（火）到着分まで反映  

有効回収数・回収率：1,153 票（郵送 536 票／ＷＥＢ 617 票）、38.59％ 

内容：生涯学習活動、市の生涯学習の施策等、生涯学習の成果、市民協働を通じた生涯学習など 

○若者ＷＥＢアンケート調査（対象：市内都立学校に通う生徒（特別支援学校含む）、連携協定を結

ぶ明星高等学校、東京外国語大学、東京農工大学、プラッツの若者ネットワーク参加者） 

調査手法：メーリングリスト・二次元コード付きチラシの配布、ＷＥＢ調査による回収  

期間：令和７年 10 月 14 日（火）～10 月 31 日（金） ※11 月 11 日（火）到着分まで反映  

有効回収数：536 票 

内容：学びについて、地域のことについてなど 

〇団体ヒアリング（生涯学習に関わる関連団体 計 19 団体） 

期間：令和７年 10 月 20 日（月）、22 日（水）、24 日（金） 

内容：事前アンケートの回答について（主に活動状況、活動の課題）、市の生涯学習を推進する

ために重点的に取り組むこと・５年後の府中の“学びの姿”、団体ごとに応じた聴取項目など 
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 １ 府中市の生涯学習の現状とこれまでの取組  

（１）生涯学習に関する現状 

①人口の推移 

日本の人口は平成 18 年をピークに減少に転じており、これまで人口減少の影響を受けてこ

なかった本市においても、令和７年（2025 年）の 26.1 万人をピークに減少に転じ、今後緩や

かな減少傾向が予想されます。今後、高齢者人口（65 歳以上）の割合は急激に増加し、少子

高齢化が進展する見込みとなっています。 

文化センター圏域を基に区分した地区別人口では、中央エリアが最も多く 46,253 人となっ

ており、次いで白糸台、片町、住吉などの京王沿線のエリアに多い傾向となっています。 

【 府中市の将来推計人口：令和５(2023)年推計 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生涯学習施設と関連施設の設置状況 

本市では、生涯学習系施設として、生涯学習センターを中心に、図書館（中央図書館及び地

区図書館 12 館）、文化センター内公民館（11 館）、ルミエール府中（市民会館）、市民活動セ

ンタープラッツ、美術館、府中の森芸術劇場及び分館、博物館・資料館（郷土の森博物館、ふ

るさと府中歴史館、国史跡武蔵府中熊野神社古墳展示館）、男女共同参画センターフチュール

及びスポーツ施設（市民球場・野球場、庭球場、郷土の森総合体育館・地域体育館、プール、

サッカー場、ゲートボール場施設など）を整備しています。 

近隣他市と比較してみると、①大規模な生涯学習センターを整備している②専門の文化芸

術施設として本格的な美術館や 2,000 席超のホールのある劇場を整備している③スポーツ関

連の施設数が多く、個別施設の規模も大きいという点が本市の特徴として挙げられます。 

また、現在、府中市文化･スポーツ施設配置等適正化計画に基づく公共施設マネジメントの

一環として、生涯学習センターと中央文化センターの機能統合並びに中心市街地への移転を

計画するなど、生涯学習施設の再整備も進められています。  

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和 5 年推計）」 

総人口 

15～64 歳 

65 歳以上 

15 歳未満 
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③生涯学習関連施設の利用状況 

第３次計画期間における施設利用者数について、施設ごとに増減の差はあるものの、ほと

んどの施設が令和２年度において大幅に減少しています。これらは、新型コロナウイルス感

染拡大防止（コロナ禍）に伴う一時的な閉館やイベントの中止等によるものです。その翌年

度以降は、どの施設も回復傾向にあります。 

特に、コロナ禍において最も利用者数が落ち込んだ生涯学習センターでは、令和３年度以

降の利用者数は大幅に増加しています。令和６年度の年間利用者数は、362,214 人と令和元年

度に迫る数値まで回復しました。市民活動センター（プラッツ）や美術館、郷土の森博物館等

の関連施設においても同様の傾向がみられることから、府中市内の生涯学習関連施設の利用

に関しては、おおむねコロナ禍以前の状況まで回復したことが分かります。 

 【 主な生涯学習関連施設の利用状況 】 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

④社会教育関係団体の活動状況 

社会教育関連団体において、学習関係の団体数は年々減少傾向にある一方、体育関係の団

体はここ数年で少しずつ増加しています。 

 【 府中市社会教育関係団体の団体数 】 

 

  

出典：府中市 公共施設カルテ（令和元年度版～令和７年度版） 

生涯学習センター 

利用者数 
郷土の森博物館 

入場者数 

中央図書館 

貸出利用者数 

美術館 入館者数 

市民活動センター 

（プラッツ）利用者数 

中央文化センター 

利用者数 

総合体育館利用者数 

出典：府中市 統計書オープンデータ（令和元年度版～令和７年度版） 
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⑤市民の生涯学習の現状 

各種アンケート調査（市民アンケート、若者 Webアンケート）及び市内で生涯学習活動を行う

団体へのヒアリング調査を実施し、市民の生涯学習に関する意識や活動状況等を把握しました。 

■ 市民の生涯学習の実施状況 

市民における生涯学習の実施状況について、活動実態や手段･方法、団体への参加については、

次のような傾向が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 市民の活動実態 

・現在行っている生涯学習で割合が最も高いのは「健康・スポーツに関すること（40.9％）」 

・現在やっていることが「ない」と答えたのは全体の23.9％ 

・生涯学習をやっていない理由で最も多いのは「忙しくて時間が取れないため（57.8％）」 

・高校生などの若者世代で行われている活動は「スポーツ系（28.4％）」 

 

● 学習手段・学習場所 

・学習手段として最も活用されているのは「スマホ･パソコンやインターネット（42.8％）」 

・現在、活動している学習場所で最も多いのは「自宅(54.5％)」 

● 団体・グループへの参加 

・現在生涯学習を行っている市民の中で、グループで学習や活動をする組織（サークルやボランテ

ィア、ＮＰＯ等）に参加している割合は16.1% 

・団体へのヒアリングでは、担い手不足・高齢化が進む中、団体同士のつながりや行政との連携、

情報発信や相談対応など団体を支える仕組みが十分に整っていないといった声もあった。 

【参考】市民アンケート 問２：生涯学習をする手段･場所（現在と将来の意向） 
 
生涯学習センターや文化センターの講座など 
（ふちゅうカレッジ出前講座含む） 

市民活動センター「プラッツ」や 
男女共同参画センター「フチュール」の講座など 

図書館、郷土の森博物館、 
美術館や府中の森芸術劇場の利用 

市内の体育施設などのスポーツ・体操教室 

サークル活動・ＮＰＯ活動など 

職場の研修、社内教育 

学校（高校、大学、大学院、専修学校、各種学校）
の公開講座 

スマホ・パソコンやインターネットなど 
（オンライン学習含む）の利用 

書籍、テレビ・ラジオや通信講座などの利用 

その他 

 

8.4%

2.9%

34.0%

17.5%

13.1%

21.0%

6.3%

42.8%

33.7%

13.9%

39.0%

21.7%

41.6%

34.3%

19.3%

12.3%

17.7%

42.7%

32.3%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現在

将来
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■ 生涯学習への関心と要望 

市民における生涯学習の情報入手手段と今後力を入れるべき情報発信、今後充実が求められる

サービスや施設のあり方については、次のような傾向が見られました。 

  
● 生涯学習に関する情報の入手手段 

・情報の入手手段として多数を占めるのは「広報ふちゅう（55.1％）」 

・40 代以上の世代では「広報ふちゅう」で情報を得ており、今後も特に力を入れるべきと回答 

・「得る手段が分からない・得ていない」の割合は、23.4％ 

・30 代以下では今後特に力を入れるべき方法として「市の SNS」を求める割合が最も高い。 

● 充実が求められるサービス 

・全世代で生涯学習のために最も充実が求められているサービスは「各世代のニーズに合った

多様な講座やプログラム（57.7％）」 

・10～20 代で最も充実が求められているサービスは「インターネットを活用したオンライン学

習（45.9％）」で、30代～50 代でも求めている割合は高い。  

・団体ヒアリングでは、主に生涯学習への参加の「きっかけ」づくりと参加につながるまでの

フォローや、参加のハードル（時間帯や費用など）の解消を行うべきという意見が出た。 

● 生涯学習施設に求めるもの 

・新しい生涯学習センターに対し求める機能・サービスで割合が高いのは「カフェや休憩スペ

ースの併設（44.6％）」や「多様な講座やセミナーの開催（40.9％）」 

・文化センターでは 10～20 代から「自習スペース」の充実、30 代では「子どもが参加できる

イベント」の充実を求める割合も高く、世代によって求める機能やプログラムも異なる。 

【参考】市民アンケート 問 11：新しい生涯学習センターに求める機能・サービス(年代別) 

年齢 回答数 １位 ２位 ３位 

全体 1153 カフェや休憩スペースの併設(44.6%) 多様な講座やセミナーの開催(40.9%) 高齢者でも利用しやすい環境(27.9%) 

10～20 代 109 カフェや休憩スペースの併設(56.9%) 自習・学習スペースの充実(36.7%) 
子ども・若者向けのプログラム
(35.8%) 

30 代 138 カフェや休憩スペースの併設(52.9%) 
子ども・若者向けのプログラム
(42.8%) 

子連れでも利用しやすい環境(39.1%) 

40 代 213 カフェや休憩スペースの併設(45.1%) 多様な講座やセミナーの開催(43.7%) 
子ども・若者向けのプログラム
(35.7%) 

50 代 263 多様な講座やセミナーの開催(53.2%) カフェや休憩スペースの併設(46.8%) 利用手続の簡素化(25.5%) 

60 代 201 高齢者でも利用しやすい環境(47.3%) 多様な講座やセミナーの開催(44.3%) カフェや休憩スペースの併設(39.8%) 

70 代 159 高齢者でも利用しやすい環境(59.1%) 多様な講座やセミナーの開催(43.0%) カフェや休憩スペースの併設(43.0%) 

80 代以上 67 高齢者でも利用しやすい環境(61.2%) カフェや休憩スペースの併設(37.3%) 多様な講座やセミナーの開催(29.9%) 
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■ 生涯学習を通じて身に付けた知識・技能や経験の成果について 

市民における学び返しの経験や身に付けた知識・技能や経験の活用意向、生涯学習活動と幸

せや生活の質の向上(ウェルビーイング)との相関については、次のような傾向が見られました。 

 

   ● 「学び返し」について 

・前計画で基本目標に掲げていた「学び返し」の概念について、実践を「したことがある」と

答えたのは 10.3％（前回に比べ約２ポイント低下） 

・身に付けた知識・技能や経験を自分以外のために「いかしたい」と答えた割合は 43％ 

・「個人の資格等を活用し、職業を通しての社会貢献」への意向が最も高い。 

・身に付けた知識・技能や経験を「いかしたいと思わない」と答えた割合は全体の約 30％ 

・いかしたいと思わない理由は「自己の楽しみや自主学習が目的のため」や「自身の知識・技

術が未熟だと思うため」を選んだ割合が高い。 

● 幸せや生活の質の向上（ウェルビーイング）について 

・生涯学習活動が幸せや生活の質の向上（ウェルビーイング）につながると思うか、という質

問に対しては、全世代で「とてもそう思う」「ややそう思う」の割合が高い。 

・生涯学習活動に取り組んでいないと答えた人では取り組んでいる人に比べて実感が低い傾

向となっている。 

【参考】市民アンケート 問 14：学び返しの経験の有無 前回（平成 30年度）との比較 

 

調査年度 n 

今回（R7） （1,153） 

前回（H30） (666) 

 

したことがある

10.3%

12.2%

したことがない

87.0%

85.6%

無効・無回答

2.7%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■ 市民協働を通じた生涯学習について 

市民における地域活動への参加や生涯学習ファシリテーター・サポーター、ボランティアに

対する意向、重要な施策に関しては、次のような傾向が見られました。 

 

   

【参考】市民アンケート 問 24：生涯学習を盛んにするために重要だと思うこと 

 
現在学習に参加できていない市民も学べる環境をつくる 

年齢・障害・国籍などにかかわらず多様な人が学べる環境をつくる 

子育て中や働く人も時間を気にせず参加できる機会をつくる 

学んだことを地域の課題解決につなげる事業を行う 

生涯学習を地域づくりにつなげる人材を育てる 

市民が学んだ成果を発揮し活躍できる機会を増やす 

生涯学習の情報を分かりやすく発信する 

施設と連携して講座の周知などを行い、学習機会を広げる 

市・ＮＰＯ団体・生涯学習関係団体などが協力し合える体制を整える 

誰もが安心して利用できる施設環境を整える 

24.7%

23.9%

34.0%

10.8%

10.8%

9.0%

34.7%

15.5%

6.3%

43.5%

0% 20% 40% 60%

● 地域活動への参加について 

・お住まいの地域で「地域学校協働活動」があった場合には 30代から 60代で「活動内容によ

っては参加したい」と答えた割合が高い。 

・高校生などの若者世代では、府中市内の行事やイベント、ボランティア活動への参加経験が

25.9％で、内容は「行事やイベント」への参加が多くを占めている。 

● 生涯学習ファシリテーター・サポーター、ボランティアについて 

・「生涯学習ファシリテーター・サポーター養成講座」について、「知っていて、受講したこと

がある」の割合は 0.3％、「知らなかったし、受講したいとも思わない」と答えた割合は 68.7% 

・団体ヒアリングでは、生涯学習ファシリテーターやサポーター等の役割の明確化、デジタル

普及ボランティアの募集や運用など時代に合わせた活動へのサポート体制の強化を求める

意見があった。 

● 生涯学習を盛んにするために重要な施策について 

・生涯学習を盛んにするために重要な施策として割合が高かったのは「誰もが安心して利用で

きる施設環境を整える（43.5％）」 

・施設についての意見は、自由記述でも多く寄せられた。 
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（２）これまでの生涯学習の取組 

①府中市の生涯学習の歩み 

■ 府中市における計画策定の歩み 

 

 「府中市総合計画(基本計画)」の改定の際に、教育に関する主要な目標として

「生涯教育の推進」を掲げる。 

 「府中市生涯教育検討協議会」を設置し、生涯学習の各種施策を実施。 

 生涯学習センターが開館。 

本市の生涯学習行政は生涯学習センターを中心に展開へ。 

 

 「府中市生涯学習推進計画～市民カレッジの展開にむけて～」を策定。 

市全体をカレッジに見立てた市民の計画的な学習を支援。 

 「府中市社会教育委員会議」、「府中市公民館運営審議会」及び「府中市生涯学

習推進協議会」の機能を統合し、公募市民や有識者などからなる「府中市生涯

学習審議会」を設置。 

 

 「第２次府中市生涯学習推進計画」を策定。 

「学び返し」を通した地域教育力の向上を目指した。 

 「第３次府中市生涯学習推進計画」を策定。 

「学び返し」の普及と拡大を基盤として、「学び返し」における市民協働の側面

の強化、生涯学習全体の統合･調和を基盤とした各領域との連携、「府中市なら

では」の資源の活用などを通じた生涯学習の活性化を図った。 
 

■ 近年の答申における議論 

近年の府中市生涯学習審議会では、令和５年の第 10 期答申「地域人材の活用につながる府中

市生涯学習センターに求められる機能について」及び令和７年の第 11 期答申「これからの生涯

学習を支える「公共」の役割について ―生涯学習センターのあるべき姿を中心に―」など、生

涯学習センターを主軸とした生涯学習拠点のあり方や役割について議論を行ってきました。 

 

 

  

平成 15 年 

平成 11 年 

平成５年 

昭和 60 年 

昭和 58 年 

平成 21 年 

平成 31 年 

 

生涯学習の拠点としての役割は、市全体の「多様な学びのコミュニティ」を促進するため

の「ハブ＊」及び「コンシェルジュ＊」が必要であると示しました。府中市の生涯学習が抱え

る課題（若い世代の参加、デジタル化の推進、施設間連携、人と組織間の橋渡しなど）を解

消するため、これからの府中市で生涯学習拠点に求められる重点的な機能を整理しました。 

第 11期答申（令和７年）について 

＊ハブ：交通、物流、情報などのネットワークにおいて、中心・中核となる結節点や拠点のこと。元々は車輪の中心部を
指す言葉で、各地から集まる動線や機能を 1 カ所に集約・整理し、再配分する役割を担う。 

＊コンシェルジュ：顧客の多様な要望や問い合わせに個別対応し、案内や調整を行う専門のサポートスタッフ。元々はホ
テルの職種だが、現在は施設の管理や商業施設、各種サービスにおいて、利便性を高める総合窓口を指す。 
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②「学び返し」から「多様な学びのコミュニティ」へ 

「学び返し」とは「市民一人ひとりが持っている力を、社会に還元していくこと」を意味する

本市独自の生涯学習の理念です。 

■ 前計画等における「学び返し」の位置付け 

平成 17年３月の第１期生涯学習審議会において、「『学び』を『返す』とは、これら市民一人

ひとりが持っている力を、社会に還元していくこと」であり、「生涯学習から得たものを家庭や

地域社会で実践していく動きを始めること」に重きを置くものとして「学び返し」の理念が確

立されました。 

これを受け、第２次計画では、「学び返しを通した地域教育力の向上」を基本理念に掲げると

ともに、各基本目標に「学び返し」を広く位置付け、生涯学習推進体制の中心として「地域の担

い手（ファシリテーター）の実現」を提言しました。 

その後、平成 26年に策定された「第６次府中市総合計画」においても、生涯学習分野の重点プ

ロジェクトとして「学び返し」が位置付けられました。 

さらに、第３次計画では、「学び返し」による地域の教育力と市民協働力の向上を目指し、「みん

なが学び 地域に返す 人と地域がともに育つ『学び返し』のまち 府中」を基本目標に掲げまし

た。この基本目標では、市民の学びへの参加を促進するとともに、学びの成果を地域に還元できる

人材の育成や活躍の場の充実を図り、個人の成長と地域の発展につなげていく方向性を示しまし

た。 

 

■「多様な学びのコミュニティ」への展開 

社会環境が大きく変化する中、個人の学びを地域全体の力につなげ、多様な主体が支え合いな

がら学びを育む仕組みが求められています。こうした考え方の基盤となるのが、本市がこれまで

推進してきた「学び返し」の理念です。 

本市では「学び返し」の理念のもと、市民一人ひとりの学びを地域へ還元し、学びの循環を

生み出す取組を進めてきました。一方で、本計画期間では生涯学習のハブ拠点である生涯学習セ

ンターの機能移転を契機として、人や組織間を橋渡しする生涯学習コンシェルジュなど、市民

の「学び返し」を更にバックアップする、新たな市民協働のあり方が求められています。 

こうした中、今後は「学び返し」の理念を継承しながら、個々の学びを地域の力へとつなげ、

多様な主体が関わりながら学びを育む環境づくりを進めていく必要があります。 

本計画では、長年育んできた「学び返し」を更に発展させ、多様な主体が共に学び、支え合

う「多様な学びのコミュニティ」の形成を通じて、市民における生涯学習活動の活性化を図り

ます。 
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（３）生涯学習センターの移転と機能統合 

令和６年に策定した府中市文化･スポーツ施設配置等適正化計画では、文化・スポーツ施設の配

置や機能などの適正化を図ることを目的として、令和６年度から令和 34 年度までの 29 年間にお

ける各施設の個別具体的な取組を示しています。その中では、生涯学習センターの学習機能の中

心市街地への移転を重点施策として位置付けています。 

 

 

 

  

府中市文化･スポーツ施設配置等適正化計画における 

生涯学習センターの移転と機能統合の概要 

生涯学習センターは、地区公民館等の役割を担う中央文化センターとの機能統合を予定して

おり、本計画期間内では、現在の場所での運営ののち、３年間の仮移転期間を経て、新たに整備

される中央文化センター等複合施設の運営を見込んでいます。活動場所は移転先でも引き続き

確保し、講座運営等も行います。 

【各機能の移転と機能統合】 

・体育機能：総合体育館への統合 

・学習機能：交通利便性の高い中心市街地への移転、類似機能が多い中央文化センターの建替え

に合わせた機能連携及び統合（中央文化センター等複合施設の工事期間中は、府中

駅北第２庁舎に仮移転） 

・宿泊機能：廃止 

【既存建物について】 

・解体の上、当該施設の跡地と隣接する府中基地跡地留保地とを併せて、一体的な総合体育館の

整備を計画 

・併設している生涯学習センター図書館は、当該地区内に存置し、総合体育館と複合化して整備 

【移転・機能統合スケジュール】 

年度 
2024 

（R6） 

2025 

（R7） 

2026 

（R8） 

2027 

（R9） 

2028 

（R10） 

2029 

（R11） 

2030 

（R12） 

2031 

（R13） 

2032 

（R14） 

2033 

（R15） 

2034 

（R16） 

体育機能 

現生涯学習センターにて運営 

総合体育館整備工事 新施設にて運営 

学習機能 府中駅北第２庁舎にて運営 新施設にて運営 

既存建物  解体  

（参考） 

生涯学習推進計画 
第３次生涯学習推進計画 第４次生涯学習推進計画 
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 ２ 府中市の生涯学習における課題  

（１）生涯学習における課題 

①課題の整理 

前節における社会潮流や現況、そして、これまでの府中市における生涯学習の取組などから、

次の３つの視点で課題を整理します。 

■誰もが学べる環境づくり 

施設立地の偏りや講座の開催時間、情報不足など、学習機会へのアクセスの不便解消が課題とな

っています。また、現在学んでいない人も含め、多様な市民が新たに参加できるきっかけと入口か

ら実践までを支える相談支援機能の充実、身近で気軽に集い学べる環境が求められます。 

また、学習方法においては、オンライン志向が強まる一方、生涯学習関連施設での対面でし

かできない学びの重要性も高まっています。リカレント教育やリスキリング、デジタル技術を

テーマにした講座や、オンラインと対面によるハイブリッド型＊の学習環境の整備の推進が重要

となります。 

■誰もが活躍できる環境づくり 

身に付けた知識・技能や経験を自分以外のためにいかす意向は、市民にあるものの、現状は

活動につなげる仕組みがなく、「学び返し」は個々の自発的取組に委ねられています。学びと実

践を循環させる仕組み（コーディネート機能の強化や多様な学び場の形成）が求められます。 

特に、ファシリテーターやサポーターの制度見直しと活用方法の検討が課題となっているほか、

団体においては、団体間の交流や継続的な協働の仕組み、担い手不足の解消が求められています。

幅広い世代の参画を促すきっかけづくりや市内の学習資源（人･組織）の発掘が重要となります。 

■生涯学習を支える基盤の整備 

行政と多様な主体の連携により、生涯学習を共通の視点とした市民の活躍を支える学びのネッ

トワークの深化は、全体を通した課題となっています。市民における多様な学びの機会や学び合

いの場の創出が求められます。 

また、生涯学習に関する情報発信が十分に行き届いておらず、「知らないから参加できない」

という市民が一定数存在しています。市の生涯学習関連サイトの充実に加え、ＳＮＳの活用、

やさしい日本語による発信など、多様な市民に届く情報提供の強化が求められています。 

そして、地域や世代を問わず、誰もが安心して学び・活動できる場が求められています。現状、

子どもや中高生の居場所、多様な市民が参加しやすい環境が十分とは言えません。生涯学習センタ

ーの再整備を契機に、市民が安心して過ごせる居場所と包摂的な学習環境づくりが求められます。 

 ＊ハイブリッド型：異なる２つ以上の要素や方式を掛け合わせ、新しい価値や効率を生み出すこと。語源は生物の「雑
種」。対立しがちな強み同士の「いいとこ取り」をする概念として、技術やマーケティング、組織運営等で広く使われ
る。 
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②重点課題について 

課題の整理を踏まえ、「重点課題」として次の５項目を設定します。また、重点課題について

は、本計画の根幹となる考え方として、基本方針（p.29-30）に位置付けます。 

 学びへのアクセス･参加のしやすさの確保（機会保障・包摂） 

 情報基盤の強化 

 担い手･人材･活動の持続性の支援 

 多様な学びのコミュニティと学びを社会につなぐ･循環する機能の構築 

 連携･協働の仕組みづくり 

 

  

重点課題１ 

重点課題２ 

重点課題３ 

重点課題４ 

重点課題５ 

【参考】課題の整理（前頁）との対応 

「誰もが学べる環境づくり」には、重点課題１、２が対応します。 

「誰もが活躍できる環境づくり」には、重点課題３が対応します。 

「生涯学習を支える基盤の整備」には、重点課題４、５が対応します。 
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（２）生涯学習の推進に当たって  

①前提の考え方 

人生 100 年時代の到来や価値観の多様化、デジタル技術の進展などを背景に、生涯学習に求

められる役割は大きく広がっています。学びは、一人ひとりの生きがいや成長を支えるだけで

なく、社会の変化に対応する力を育み、持続可能な地域社会を支える重要な基盤となっていま

す。 

第７次府中市総合計画では、「多様性を認め合い 人と文化が磨かれるまち」を、生涯学習を

含む文化・学習分野の基本目標に掲げています。本計画においても、時代の変化や多様化する

市民ニーズに対応し、様々な背景を持つ人々が共に学び、共に生きることができる社会の実現

を目指して、「多様性・公平性・包摂性＊」を重視していく必要があります。 

 

②推進の観点 

生涯学習ニーズが多様化し拡大する一方で、人口減少や少子高齢化の進展、公共施設を取り

巻く環境の変化により、行政サービスの適正化・効率化が求められています。 

このような課題を解決していくためには、これまでの「学び返し」の理念を受け継ぎ、引き

続き、行政だけでなく、市民協働による生涯学習を推進していくことが重要です。 

本市がこれまで築いてきた生涯学習資源（人材、機会、施設、ネットワーク等）を、市民、

地域コミュニティ、企業及びＮＰＯなどの多様な主体が、それぞれの強みを生かしながら「主

体的な役割を担う」という認識のもと、協働して守り育てていくことが求められます。 

このため、本計画では、次の３つの推進の観点で、生涯学習を推進していきます。 

 

 

  ■全ての取組の基盤に多様性、公平性、包摂性が確保されていること。 

  ■これまで築き上げた生涯学習資源を共に守り育て続けること。 

  ■市民、地域コミュニティ、企業及びＮＰＯが主体的役割を担い、共に創る学びへ転換

すること。   

＊多様性・公平性・包摂性：多様性とは、一人ひとり違いや個性があること。公平性とは、それぞれの状況に応じた配慮
により、誰もが機会を持てるようにすること。包摂性とは、誰もが排除されることなく、認め合い、活躍できる状態の
こと。生涯学習においては、年齢や性別、障害の有無、国籍、生活環境などにかかわらず、誰もが自分に合った学びに
出会い、安心して学び、活躍できることの意味。 
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第３章 計画の方向性 

 第３章 

計画の方向性 
 

１ 基本目標 

２ 基本方針 

基本方針１ 誰もが学び合える環境づくり 

基本方針２ 学びを伝え広げるつながりづくり 

３ 施策体系 
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 １ 基本目標  

 

 

 

 

 

 

本計画では、これまで本市が市民と共に培ってきた生涯学習の取組の成果や、「学び返し」の

理念を大切に継承した上で、学びを通じた新たなつながりを育み、市民一人ひとりが学び合い

ながら共に成長するまちを目指して、次のとおり基本目標を掲げます。 

 

 

 

 

学びでつながり 共に成長するまち 府中 
～気軽に楽しく 多様な学びのコミュニティ～ 

 

本計画では、基本目標の実現に向け、全ての人が生涯にわたり多様な学びに親しみ、学びを

通じて、人と人、地域へとつながりが広がることを重視します。 

また、一人ひとりがその人らしい幸せを実感できる生涯学習を推進します。 

少子高齢化の進行や社会構造の変化により、地域社会のあり方や行政サービスを取り巻く環

境は変化しています。 

こうした中、生涯学習は、人づくりや地域づくりを支えるものとして、その重要性が高まっ

ています。 

そのため、市民や地域コミュニティ、民間主体など、多様な人々が主体的に学びに関わり、

学び合い、支え合いながら、新たなつながりや価値を生み出す「多様な学びのコミュニティ」

の形成を推進します。 

あわせて、誰もが気軽に参加し、楽しく学び続けられる環境づくりを進めることも重要です。 

楽しさから広がる学びが日常に根付き、一人ひとりが学びを通じて共に成長し、地域がつな

がることで、活力のあるまちを目指します。   

基本目標 
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 ２ 基本方針  

 

（１）基本方針１ 

基本目標「学びでつながり 共に成長するまち 府中」を実現するため、本計画では２つの基本方

針を位置付けます。 

 

基本方針１ 
誰もが学び合える環境づくり 
～一人ひとりの学びを支え、学び合いが広がる基盤づくり～ 

 

目指す姿 

市民が多様な学びの機会に気軽にアクセスでき、自分に合った学びに出会え、生涯

学習センターをはじめ、学びの相談や参加がしやすい環境が整い、主体的な学び合い

が広がっている。 

●学びのきっかけづくりを進めるとともに、市民の多様な生き方や世代、一人ひとりの背景や

状況に応じて、自分に適した学びに参加できる多様な機会を提供します。 

●時代に応じた学習環境の整備や、生涯学習センターを中心とした包括的な学びの拠点づくり

と連携強化を進め、誰もが学びやすい環境づくりを進めます。 

●学びの情報が広く市民に届き、活用される仕組みを充実させるとともに、相談体制の整備・

充実により、市民が学びと出会える環境づくりと主体的な学び合いを推進します。 

 

 

 

【 成果指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現状値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和 16 年度） 

生涯学習活動をしている

人の割合 

誰もが学び合える環境づくりのため

の施策・事業に取り組み、生涯学習活

動をしている市民の割合の増加を通

じて、より多くの市民が学ぶ機会を

得て、人生をより豊かにできる社会

の実現を目指します。  

62.4％ 70％ 

  

重点課題１ 機会保障・包摂 重点課題２ 情報基盤の強化 
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（２）基本方針２ 

 

基本方針２ 

学びを伝え広げるつながりづくり   
～学びを通した持続可能なネットワークづくり～ 

 
 

目指す姿 

生涯学習センターや地域の拠点施設の連携のもと、多様な主体が学び合い・支え合

いながらつながりを広げることで、学びの成果が地域にいかされ、個人と地域が共に

成長するネットワークが形成されている。 

●府中市の学びをつなぐ担い手の発掘・育成や活動支援を通じて、人と人が結び付く持続的

なネットワークを形成します。 

●一人ひとりが学んだ成果を適切にいかすための仕組みづくり、学びの成果を広げる機会の充

実を進め、「学び返し」による地域の課題解決や市民による多様な学びの場の形成などを促

進します。 

●地域の団体・学校や大学、企業・ＮＰＯなど、多様な主体の連携を強化し、拠点を通じて、

市全体での学びのネットワークを広げていくことで、より良いまちづくりなど、新たな価値

の創出につなげます。 

 

 

【 成果指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現状値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和 16 年度） 

生涯学習で身に付けた知

識・技能や経験を自分以

外のためにいかしたいと

思う市民の割合 

生涯学習で身に付けた知識・技能や

経験を自分以外のためにいかしたい

と思う市民の割合の向上を目指し、

学びを地域や社会に還元しようとす

る市民を増やすことで、多様な学び

のコミュニティの推進につなげま

す。 

43.3％ 50％ 

  

重点課題３ 担い手･人材･活動の持続性支援 重点課題５ 連携･協働の仕組み 

重点課題４ 多様な学びのコミュニティと学びの循環 
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 ３ 施策体系  

 

本計画では、目指すべき未来の姿である「基本目標」を設定し、その下に２つの「基本方針」を定

めています。各基本方針には、具体的に展開される具体内容である「施策」を体系的に整理し、さら

に、施策ごとに主な事業を位置付けます。 

 

基本 

目標 
 基本方針  施策 

     

学
び
で
つ
な
が
り 
共
に
成
長
す
る
ま
ち 

府
中 

〜
気
軽
に
楽
し
く 

多
様
な
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜 

 

 

基本方針１ 

 誰もが学び合える 

環境づくり 

 １ 学びのきっかけづくり 

 

 

  

２ 一人ひとりの背景や時代に対応した 
学びの機会づくり 
 
 

  

３ 誰もが学びやすい環境づくり 

 

 

  

４ 学びの情報共有の仕組みづくり 

 

 

    

 

 

基本方針２ 

 学びを伝え広げる 

つながりづくり 

 

 

１ 学びを支え・つなげる人づくり 

 

 

 

 

 ２ 学びの成果を広げる仕組みづくり 

 

 

 

  

３ 府中市学びのネットワークづくり 

 

 

 

   

主な事業 

主な事業 

主な事業 

主な事業 

主な事業 

主な事業 

主な事業 

重点課題１ 機会保障・包摂 

重点課題１ 機会保障・包摂 

重点課題２ 情報基盤の強化 

重点課題３ 担い手･人材･活動の持続性支援 

重点課題５ 連携･協働の仕組み 

重点課題４ 多様な学びのコミュニティと学びの循環 

重点課題１ 機会保障・包摂 
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第４章 計画の具体的内容 

 第４章 

計画の具体的内容  
 

基本方針１ 誰もが学び合える環境づくり 

施策１ 学びのきっかけづくり 

施策２ 一人ひとりの背景や時代に対応した学びの機会づくり 

施策３ 誰もが学びやすい環境づくり 

施策４ 学びの情報共有の仕組みづくり 

基本方針２  学びを伝え広げるつながりづくり 

施策１ 学びを支え・つなげる人づくり 

施策２ 学びの成果を広げる仕組みづくり 

施策３ 府中市学びのネットワークづくり   
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基本方針 

１ 
誰もが学び合える環境づくり 
～一人ひとりの学びを支え学び合いが広がる基盤づくり～ 

基本方針１ 誰が学び合える環境づくり 

■現況と課題 

 

 

 

  

 
 

健康・スポーツ 

文化・芸術 

教養（文学、歴史、語学など） 

パソコン・インターネット 

仕事をする上で必要な知識・技能 

家庭生活に役立つ技能 

地域活動・ボランティア活動やそのために
必要な知識・技能 

子育て・教育 

福祉・介護 

自然・環境 

防災・防犯 

今やっていることはない 

意識調査：現在行っている生涯学習の内容 

●誰もが様々な機会を通じて学びと出会うきっかけが必要です。 
●学習手段として、対面型とオンライン型どちらもニーズが高くなっています。 
●働く世代や子育て世代、若者世代など、各世代のニーズに応じた講座・プログラムの充実が
求められており、各地域の文化センターへの要望にも表れています。 

●届きにくい生涯学習情報を多くの世代に届けるために様々な媒体での発信が重要です。 
●新しい生涯学習センターに対しては、交流スペースや多様な講座やセミナーの開催が求めら
れています。 

◎現在行っている学びについて 

40.9%

21.4%

17.6%

15.7%

17.4%

12.0%

6.5%

8.1%

4.6%

5.7%

4.7%

23.9

%

0% 20% 40% 60%

意識調査：現在行っている生涯学

習が「ない」と答えた人の理由 

参加に至らない背景として、「忙しさ」や「経済的余裕」のほか

「時間帯」、「情報不足」などもあります。 

課 題 

 １位 忙しくて時間が取れ
ないため 

経済的に余裕がない
ため 

２位 

特に必要と考えてい
ないため 

３位 

現在学んでいる方のうち

４割が「健康・スポーツ」に

取り組んでおり、全世代で

高い割合となっています。 
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■位置付く施策 

  

意識調査：これから利用してみたい生涯学習の方法 

意識調査：生涯学習の情報入手手段で力を入れるべきもの 

30 代以下では、「市の SNS」での情報

発信を求める割合が高くなっています。 

◎今後求められている生涯学習の方法とサービスについて 

◎生涯学習の情報入手手段について 

基本方針１ 誰もが学び合える環境づくり

施策１ 学びのきっかけづくり

施策２ 一人ひとりの背景や時代に
対応した学びの機会づくり

施策３ 誰もが学びやすい環境づくり

施策４ 学びの情報共有の仕組みづくり

広報ふちゅう,

32.5%

市のSNS,

15.8%
市のホーム

ページ,

14.2%

パンフレット・チラシ・

ポスター,9.2%

生涯学習センターの

ホームページ,4.2%

市のメール配信

サービス,3.9%

市民と連携・協力し

た広報,3.8%

生涯学習センター

のSNS,3.1%

自治会の回覧,2.3%

生涯楽習だより,0.3% その他,2.2%

無回答

8.5%

「インターネットを活用したオンライ

ン学習」は特に 10～２０代でニーズ

が高まっています。 

406,122

150,286 194,052
309,287 316,982

54,729

18,505

35,129

45,718 46,077

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

利用者数(人) 講座受講者数(人)

生涯学習センター利用者数･講座受講者数（令和元年度～令和５年度） 新施設では、カフェや休憩スペース等の

交流スペースが求められています。 

◎生涯学習センターの利用状況と新施設に求めるもの 

意識調査：生涯学習のために充実してほしいサービス 

意識調査：利用している生涯学習の情報入手手段 

意識調査:新生涯学習センターに求める機能 

スマホ・パソコンなど、オンライン中

心の学習が多い一方、図書館や文化

施設、生涯学習センターや文化センタ

ーの講座など対面での学びのニーズ

も高まっています。 

 １位 スマホ・パソコンやインターネットなどの利用 

図書館、郷土の森博物館、美術館や府中の森芸術劇場の利用 ２位 

生涯学習センターや文化センターの講座など ３位 

 １位 各世代のニーズに合った多様な講座やプログラム 

インターネットを活用したオンライン学習 ２位 

学習活動のための施設・設備の拡充 ３位 

 １位 カフェや休憩スペースの併設 

多様な講座やセミナーの開催 ２位 

高齢者でも利用しやすい環境 ３位 

 １位 広報ふちゅう 

得る手段が分からない・得ていない ２位 

パンフレット・チラシ・ポスター ３位 



 

- 36 - 

施策１ 学びのきっかけづくり 
 

【 施策の内容 】 

●市民が学びを通して豊かな人生を送れるよう、誰もが学びに参加しやすい環境を整えると

ともに、参加しやすい仕組みづくり、参加のきっかけづくりに取り組みます。 

○学びへの意欲を持ちながら学習活動に参加できていない市民に対して、参加を阻害す

る様々な要因を取り除き、魅力的な学習環境や講座等の提供により、参加を促していき

ます。 

〇学習活動に関心を持つきっかけが少なかった市民なども参加しやすくなるよう、新た

な制度を設けるとともに、身近な場所で学べる機会を提供し、学びとの出会いを広げて

いきます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現状値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和 16 年度） 

府中市が開催する講座の

受講者数 

ふちゅう教養講座及び地区公民館講

座（家庭教育学級含む。）と生涯学習

センター定期講座の参加者数です。▶ 

64,118 人 70,000 人 

  

イメージ 
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【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ ふちゅう教養講座 

幅広い市民を対象に、子育て中の保護者向けの家庭教育に関す

る講座や親子参加型の講座など、今まで市で行ってきた講座以

外にも、様々なニーズを捉えて、時代に即したテーマの教養講座

を実施する。毎年、時代に即したテーマの講座を開催する。 

２ 地区公民館講座 

市内１１か所の文化センター内にある公民館で親子料理教室・工

作教室等の家庭教育学級、料理・工作・健康教室等の趣味実用講

座のほかに、親子人形劇や映画鑑賞会を実施する。家庭教育支援

の一環として親子のふれあいの場を提供していく。 また、市民の

ニーズに合わせた講座を実施することで学びのきっかけづくり、

健康の増進などにつなげる。 

３ 生涯学習センター講座 

多様な学びの機会を提供し、市の生涯学習振興につながる、市民

の学習ニーズに合った、様々な講座を実施する。各分野の専門家

のほか、生涯学習センターで活動している市民団体や生涯学習サ

ポーターを講師として講座を開催し、市民協働を図る。また、気軽

に参加できる体験型のワークショップ形式の講座を設ける。 

４ 生涯学習ポイント制度 【新】 
生涯学習センターの講座を受講すると、その回数に応じてポイン

トがたまり、講座受講料が割引になる制度を設ける。講座受講の

達成感を高め、参加意欲の増進を図る。 

５ 郷土の森博物館展示会事業 

長期休暇、梅まつりなどの時期に展示会を実施し、日頃、見るこ

とのできない展示物に触れることにより、学習の幅を広げる。年

２回の特別展をはじめとした企画展や、季節に応じた展示会事業

等を実施し、地域の歴史や文化、自然への理解を深める学びの機

会を提供する。 

６ 市民スポーツ教室 

スポーツ推進委員や府中市スポーツ協会と協働し、スポーツ実施

率の向上を目的に幅広い年齢の市民を対象としたスポーツ教室

を実施する。ジュニアからシニアにわたるまで、市民がそれぞれの

ライフステージに合わせて活動できるスポーツ教室を開催するこ

とにより、スポーツ機会の拡充を図る。 

７ みんなのスポーツday 
スポーツの日にちなみ、ラリーテニスやボッチャの体験会など、市

民誰もがスポーツに親しめるイベントを実施する。 
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施策２ 一人ひとりの背景や時代に対応した学びの機会づくり 
 

【 施策の内容 】 

●市民一人ひとりの学びへの意欲が、自分らしい未来につながるよう、主体的な学びを支え

る、時代に即した生涯学習を促進します。 

〇デジタル技術の活用により、地理的・時間的制約を解消し、誰もがいつでも学べる生

涯学習環境を目指します。 

〇既存の講座・学級などにおいても、ハイブリット型の学習の機会を推進します。 

〇市民のリスキリングを支援するための講座等の充実を図るとともに、市民のキャリア

向上、スキルアップを支援します。 

〇障害の有無や国籍、年齢、性別にかかわらず、より多くの市民が参加できるよう、多

様な背景や状況に配慮した包摂的な学習の機会づくりに努めます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現状値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和 16 年度） 

デジタルによる学びの機

会があると思う市民の割

合 

市が行う講座等の事業において、デ

ジタルによる学びの機会があると思

う市民の割合です。 

18.4％ 50％ 

市民企画講座の実施講座

数 

市民から講座企画の意見や提案を募

り、その提案のうち、実際に講座とし

て実施された数です。 

― 10 講座 

  

イメージ 
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【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ 市民企画講座 【新】 
生涯学習センターにおいて、市民から講座企画の意見・提案を募

り、講座を実施する。 

２ オンラインを活用した講座 【新】 

生涯学習センター講座や地区公民館講座におけるオンラインで受

講・参加できるメニューを開設する（ハイブリッド型講座も含

む。）。リスキリングに役立つ講座の開設など、オンライン学習のニ

ーズを捉えながら、講座内容の拡充と新たな受講者層の開拓を

目指す。 

３ ふちゅうカレッジ出前講座 
市民のリクエストに応じて、市職員が講師となり、市政の様々なテ

ーマについて講義する。市民の多様なリクエストに応じられるよ

う、講座を開催し、市民の教養の向上に努めていく。 

４ 障害者成人教室（あすなろ学級） 

１８歳以上の知的障害者を対象に開催し、障害者の学習、スポー

ツの機会を確保する。また、この事業に参加するボランティアの

育成、活用を図る。軽スポーツや工作等の活動を通して障害者の

自立を促すとともに、社会に開かれた運営を目指す。また、ボラ

ンティアが企画する事業も取り入れ、市民協働で実施する。 

５ 
心身に障害のある児童・生徒の

地域活動事業 

市内在住の市立小中学校特別支援教室・都立特別支援学校の在

籍者を対象に、週休日に体験学習活動の機会を提供する。障害の

ある青少年に多様な体験学習の機会を提供するとともに、活動

を支える指導者やボランティアの育成を図る。 

６ 国際交流サロン運営事業 
外国人住民を対象に、日本語学習や文化交流活動の機会を提供

する。外国人住民の日本語学習等をサポートする市民ボランティ

アを育成する。 

７ 一般健康教室 

生活習慣病、健康増進、健康に関する正しい知識の普及を目的

に、講話、相談、試食などを実施する。生活習慣病、健康増進、健

康に関する正しい知識の普及を推進し、個人の取組にとどまらず

地域全体でソーシャルキャピタルの醸成による健康づくりを目指

す。 
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施策３ 誰もが学びやすい環境づくり 
 

【 施策の内容 】 

●生涯学習センター、文化センター、図書館など、生涯学習関連施設の整備充実を図り、持

続可能な学びの拠点づくりに取り組みます。 

〇生涯学習センターは、建替えと併せて拠点機能の強化を図ります。また、活動の場の

確保、利用者との意見交換など、移転・複合化に伴う学習活動への影響を最小限に抑

えるための計画的な対応を行います。 

〇多世代が利用できる学びを通した居場所づくりにより、若者の学習活動の支援充実や

多世代交流を促進します。 

〇市内どこからでも気軽に講座や活動の場にアクセスできるよう、創意工夫のもと、学

びの機会充実に努めます。また、ＤＸ環境の整備や、利用を促進するために交通利便

性（アクセス性）の向上を図ります。 

 

【 施策指標 】ｓ 

 

指標名 指標の考え方 
現状値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和 16 年度） 

生涯学習関連施設（生涯

学習センター・図書館）の

利用者満足度 

生涯学習センターを利用した人と、市

立図書館全館の利用者の満足度です

（各施設の利用者アンケートによる満

足度）。 

 

生涯学習センター 

92.9％ 

 
図書館（全館） 

89.6％ 

 

現状維持 

  

イメージ 
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【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ 生涯学習センター学習施設 

市民・利用者に生涯学習センターの学習施設を良好な状態で提

供する。生涯学習センター学習施設の維持と改善を図りながら、

現施設、仮移転する府中駅北第２庁舎及び新設する中央文化セン

ター等複合施設において学習施設を運営する。 

２ 
生涯学習センター移転新設 

【新】 

生涯学習センターの学習機能の移転と新施設の建設を進める。

乳幼児と保護者が遊びながら学ぶことのできるキッズスペース

を設け、若者や高齢者も集うことのできる多世代の居場所づく

り、地域間・世代間の交流を促進する機能を強化する。また、DX

に対応した施設とする。生涯学習センターの令和１１年度の府中

駅北第２庁舎への移転、令和１４年度の中央文化センター等複合

施設の新設及び移転を進める。 

３ 生涯学習センタースポーツ施設 

体育室の一般開放では、誰でも利用しやすい場を提供する。その

他水泳教室などを開催し、技術面でもサポートする。卓球、バドミ

ントンなどが気軽にできる場や多種多様なトレーニング器具を提

供する。水泳技術と健康増進運動を図るため、ワンポイントレッス

ンなどを実施する。生涯学習センターの現施設の廃止に伴い、令

和１０年度まで現施設でスポーツ施設を運営する。 

４ 青少年のための自習スペース 

生涯学習センターや文化センターの会議室などを自習スペースと

して開放する。施設の利用予約が少ない場合に設けるほか、青少

年などの自習の需要が多い時期には積極的に自習室としての施

設利用を企画する。 

５ 図書館の充実 

図書館で収集・整理・保存されている電子書籍を含む図書資料や

視聴覚資料等の情報を活用し、市民が知的・文化的な生活を営む

ことができるよう支援するとともに、市民が生活上の様々な課題

の解決に取り組めるような環境の整備を推進する。 

６ 児童館の充実 

文化センター内の児童館について、乳幼児を育児中の保護者が

利用しやすいように、キッズスペースを設置し、一層の活用を図

る。利用活性化を図るため、比較的午前中の利用が多い未就学児

の利便性を考えるとともに、多くの小学生参加が見込まれるサー

クルの活動については、子供たちのニーズに合った企画・実施を

心掛けていく。 

７ 放課後子ども教室 
市内在住の全ての小学生に対し、放課後や学校の長期休業期間

中に学校施設を活用し、安全で安心な居場所を提供する。市立小

学校２２校で実施する。 
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施策４ 学びの情報共有の仕組みづくり 
 

【 施策の内容 】 

●学びの情報をより多くの市民に確実に情報を届けるため、分かりやすく、探しやすい、必

要な情報を的確に届ける情報発信の仕組みの構築を行います。 

〇活動団体や講座の情報を体系的に検索が可能なポータルサイトの整備やＳＮＳなど、

デジタルでの情報発信機能の強化に努めます。 

〇あらゆる市民に情報が届くよう、広報ふちゅうへの生涯学習情報の掲載や、市内各施

設でのチラシ・ポスター掲示等の紙媒体を活用した情報発信を継続的に実施します。 

〇市民一人ひとりが求める学びに出会えるよう、コンシェルジュによる相談機能を整備

し、講座や活動の情報案内や、伴走支援を実施します。 

〇外国にルーツを持つ人、障害のある人、学びに関心を持つきっかけが少なかった人な

ど、多様な背景や状況を持った市民に届ける視点をもって情報発信に取り組みます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現状値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和 16 年度） 

生涯学習に関する情報

を、市からの情報発信に

より取得できている割合 

広報ふちゅうや SNS、生涯学習ポー

タルサイトなど、様々な媒体による情

報発信を通じて、生涯学習に関する情

報を取得できている割合です。 

61.5％ 80％ 

  

イメージ 
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【 主な事業 】 

   

No. 事業名 事業内容 

１ 生涯学習相談 

生涯学習に関する様々な情報の提供、相談、紹介、支援・調整に

関する体制を整備する。多様な市民からの相談に対応するため、

生涯学習コンシュルジュをはじめ、社会教育士などの社会教育人

材の活用を図った体制の整備を目指す。 

２ 生涯学習情報誌の発行 
生涯学習ボランティアの編集で、市民の学習活動状況や生涯学習

センターでのイベントを取り上げ「生涯楽習だより」を発行する。 

３ 
生涯学習ポータルサイトの運営 

【新】 

生涯学習に関わる情報を一元的に管理して発信を行い、市民に

対する情報提供と活動交流の促進を図る。生涯学習センターホー

ムページとの整合性を図りながら、開設と内容の充実を目指す。 

４ インターネットによる情報発信 

市のSNSなどで積極的に生涯学習情報の発信を行い、市民が必

要な情報を入手できるようサービスの向上を図る。市のホームペ

ージでは、「やさしいにほんご」、英語、中国語、韓国語の多言語に

対応し、また、音声読み上げ機能や視覚障害者向けサイトを提供

することにより、多様な市民に情報を発信する。 

５ 
広報媒体を活用した生涯学習の

ＰＲ 
生涯学習関連事業について、広報ふちゅうなどを通じて、情報を

発信する。 
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基本方針 

２ 
学びを伝え広げるつながりづくり 
～学びを通した持続可能なネットワークづくり～ 

基本方針２ 学びを伝え広げるつながりづくり 

■現況と課題 

 

 

 

  

意識調査：グループで学習や活動をする組織

への参加経験(令和７年度) 
音楽

135団体

(22.3%)

美術･工芸

99団体

(16.3%)

舞踊･演劇

95団体

(15.7%)

軽スポーツ

90団体

(14.9%)

生活･文化

60団体

(9.9%)

語学

32団体(5.3%)

子育て

25団体(4.1%)

人文・自然科学

14団体(2.3%)

文芸 12団体(2.0%)

その他

44団体

(7.3%)

分野別の社会教育関係団体数(令和７年度) 

●多分野の活動が行われていますが、地域や団体活動へは特定の世代の参加が高く、会員が
減少している現状も見られます。 

●学びの成果や経験をいかしたい人の意欲を活動につなげるためには、「活動参加のきっか
け」や「コーディネーター機能の充実」など、地域や活動へとつなぐ支援の仕組みが求められ

ています。 

●学びたい人と成果をいかしたい人をつなぐマッチング機能の強化や、気軽に相談・交流でき
る場の整備など、学びと実践を循環させる仕組みづくりが求められています。 

●学びを支える生涯学習サポーターや生涯学習ファシリテーターの役割・認知度は低い状況です。 
●学びと実践の循環を広げるため、多様な主体の連携など、市全体で学びを支える仕組みが必要
です。 

計：606 団体 

参加

している, 

16.1% 過去に参加

していた, 

7.9%

参加していない, 

72.3%

無回答,3.7%

◎市民による多様な学びの場について 

課 題 

音楽、美術･工芸、舞踊･演劇の団体で

全体の半数以上を占めています。 

現在グループで学習・活動をする組織に参加して

いる方は１割強となっています。 
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■位置付く施策 

 

  

生涯学習がウェルビーイングに 

つながると思うか 

身
に
付
け
た
知
識
・
技

能
・
経
験
の
活
用
意
向 

いかしたいと思う 

いかしたいと思わない 

生涯学習をしていない・

する気はない 

基本方針２ 学びを伝え広げるつながりづくり

施策１ 学びを支え・つなげる人づくり

施策２ 学びの成果を広げる仕組みづくり

施策３ 府中市学びのネットワークづくり

いかしたい

と思う

43.3%

いかしたいと

思わない

30.8%

生涯学習を

していない・

する気はない

23.4%

無回答 2.5%

意識調査では、生涯学習サポータ

ー・ファシリテーター養成講座の認

知度は低い結果が出ており、登録や

講座の受講も年々減少傾向にあり

ます。 

意識調査：生涯学習で身に付けた知識･経

験を自分以外のためにいかしたいか 

◎学びをいかすことについて 

生涯学習サポーター登録者数と生涯学習ファシリテーター・サ

ポーター養成講座の延受講者数の推移（令和元年度～令和５年度） 

意識調査：生涯学習を通じて身に付けた知識・技能や経験を

自分以外（地域・社会）のためにいかすために必要なこと 

◎人材について 

意識調査：生涯学習がウェルビーイングにつながると思うか（生涯学習による

ウェルビーイングの実感と学びの活用意向の関係） 

とても

そう思う

36.9%

49.5%

38.3%

14.4%

やや

そう思う

38.6%

41.1%

42.3%

31.9%

どちらとも

言えない

16.0%

7.4%

14.9%

33.7%

あまりそう

思わない

3.6%

0.4%

2.3%

11.5%

全くそう

思わない

2.4%

0.4%

1.1%

8.1%

無回答

2.5%

1.2%

1.1%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「いかしたいと思う」人の中では、資格等を活用した職業

を通じての社会貢献や、仲間内・サークルでの教え合い、

子育て支援活動などにいかす意向が高くなっています。 

 １位 活動への参加につながるきっかけづくり 

知識・技能や経験をいかす人と活動の場を結ぶ人 

（コーディネーター）の充実 
２位 

地域活動・ボランティアの情報提供の充実 ３位 

身に付けた知識･経験

を自分以外のために

いかしたいと思う人は

ウェルビーイングを実

感している割合が高

い傾向にあります。 

85人 71人 73人
57人 60人69人

46人

73人
63人 60人

0人

50人

100人

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

生涯学習サポーター登録者数 生涯学習ファシリテーター・サポーター

養成講座の延受講者数
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施策１ 学びを支え・つなげる人づくり 
 

【 施策の内容 】 

●学びを支える担い手の発掘・育成や活動支援を進めるとともに、人や活動をつなぐ仕組み

の充実を図ります。「学ぶ人」と「学びを支える人」の双方を支えながら、持続的な担い手

づくりに取り組みます。 

〇現在活動している団体への支援に加え、高齢化・会員減少などの課題を抱える活動団

体やボランティアが継続的に活動できるよう支援を進めます。 

〇学びをつなぐ役割を担う人材として、生涯学習サポーターなどを確保するとともに、

その育成に努めます。 

〇生涯学習の様々な分野で活躍してもらうためのボランティアに関する講座などの実

施により、学びを支える担い手の発掘・育成に努めます。 

 

【 施策指標 】 
 

指標名 指標の考え方 
現状値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和 16 年度） 

社会教育（学習）関係団体

の登録数 

社会教育（学習）関係団体の登録数で

す。 
606 団体 現状維持 

  

イメージ 
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【 主な事業 】 

   

No. 事業名 事業内容 

１ 
社会教育（学習）関係団体への支

援 

教育委員会に登録した生涯学習に関わる活動を行う団体に、施

設使用料の減額や広報ふちゅうへの記事の掲載などの支援を行

う。多様な学びのコミュニティの形成につながるよう、適宜、登

録制度の見直しを図りながら、新規団体の登録を推進し、団体数

の維持を目指す。 

２ 市民活動団体の活動支援 

市民活動センターに登録している団体の活動機会の提供に努め

るとともに、地域との交流を図る。市民・団体が交流できる場を

提供し、市民同士のネットワークの構築を目指す。各種イベント

などで団体が活動する機会を提供し、団体活動の活性化を目指

す。 

３ 生涯学習サポーターの登録充実 

文化・芸術・教育・レクリエーション活動等について専門的知

識・技能を持つ市民を、指導者としてあらかじめ登録し、市民の

求めに応じ、その指導者を紹介する。市民の間に広く制度の周知

を進め、生涯学習の推進に役立つ優れた人材の確保に努める。サ

ポーターの指導力の向上につながるための研修を行う。 

４ 生涯学習ボランティアの育成 
生涯学習に関わる自主的な活動をしたいと考える市民のため

に、生涯学習ボランティア入門講座を開催し、ボランティアの養

成に努める。 

５ コミスポ協力者の育成 

これまであまりスポーツになじみのなかった市民に、スポーツ

の楽しさを伝え、継続的な活動ができるように指導できる人材

（府中コミスポ協力者）を育成する。コミスポ協力者の資質向上

のため、研修会を年１回以上実施する。 

６ おはなしボランティア養成講座 

図書館や地域で絵本の読み聞かせを行うボランティアの資質向

上を図るため、講座を実施する。図書館のおはなしボランティア

を対象にした「ステップアップ講座」を継続して実施し、ボラン

ティアの人材育成と能力向上につなげる。また、市民対象の「読

み聞かせ講習会」を毎年実施し、絵本の読み聞かせやストーリー

テリングなどを地域で行える人材を育成する。 

７ 美術館ボランティアの育成 

ＮＰＯと美術館との協働により、研修会や教育普及事業など、

様々な事業活動の機会を提供し、美術館ボランティアを育成す

る。アートスタジオ・ワークショップの補助、公開制作のガイ

ド、市民文化の日など、イベントのお手伝い、パブリックアート

（彫刻）のメンテナンスなどを実施する。ボランティア活動のき

っかけづくりとして、ボランティア説明会を併せて実施する。 

８ ジュニアリーダー講習会 

小学４年生～高校３年生を対象に、リーダーシップ・協調性・主

体性の養成、将来の青少年育成を担う人材育成を目的としたジ

ュニアリーダー講習会を実施する。他者や異年齢層との交流方

法、自分で考え行動する力等を身に付けることを目的とした、集

団活動、野外活動、社会学習等のプログラムを通年で実施する。 
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施策２ 学びの成果を広げる仕組みづくり 
 

【 施策の内容 】 

●身に付けた知識・技能や経験（学びの成果）を地域・社会へいかしたい人と、新たに学び

たい人がつながり、日常的な交流や実践を通じて「学び返し」が広がる、多様な学びの場

づくりを進めます。 

〇学びの成果をいかしたい人と学びたい人をつなげるため、相談支援や講師登録の活用

などつなぐ仕組みを充実させます。 

〇生涯学習フェスティバルなど、学びの成果を広く発表・共有する機会を充実させ、新

たな学びや活動、つながりへと発展するきっかけをつくります。 

○生涯学習サポーターなど、身に付けた知識・技能を持つ市民が市内で積極的に活躍で

きるよう支援を進めます。 

 

【 施策指標 】 
 

指標名 指標の考え方 
現状値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和 16 年度） 

生涯学習関連情報の提供

件数 

生涯学習コンシェルジュが活動団体

や生涯学習サポーター、講座等の情

報を市民に提供した件数です。 

― 100 件 

生涯学習サポーターの活

動回数 

市民が講師となる生涯学習サポーター

が市内で活動した回数です。 
70 回 100 回 

  

イメージ 
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【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ 生涯学習フェスティバル 

市民の生涯学習に対する理解を深め、生涯学習活動全体の推進

を図る。引き続き、自主的な活動を推進するため、市民による実

行委員会形式で開催する。中心市街地への生涯学習センターの

移転に伴い、生涯学習への新たな参加を広げるイベントとして展

開を図る。 

２ 民俗芸能伝承普及事業 

市の郷土芸能である府中囃子及び武蔵国府太鼓を永く後世に残

すため、府中囃子伝承普及事業の実施、公益財団法人府中文化

振興財団の実施する武蔵国府太鼓講習会への補助、府中囃子

CD及び武蔵国府太鼓DVDの頒布等を行い、伝承と市内外への

普及に努めていく。 

３ 
生涯学習コンシェルジュの活用 

【新】 

市民の学習活動に対して情報提供や相談に応じるとともに、人と

人をつなぐ役割を果たし、市内の学習資源をいかすことのできる

生涯学習コンシュルジュを生涯学習センターに配置する。生涯学

習コンシェルジュは、社会教育士等の社会教育人材を充て、その

活用を図る。 

４ 生涯学習サポーターの活用 

生涯学習サポーターを市民の求めに応じて紹介するとともに、

様々な学習活動の場面で活用を推進する。生涯学習サポ―ター

制度の市民への周知を図り、市民の利用を促進するとともに、生

涯学習センター講座や公民館講座などの講師に活用する。また、

生涯学習サポーターの提案を基に、生涯学習センターにおいて生

涯学習サポーター企画講座を実施する。 

５ 生涯学習ボランティアの活用 

生涯学習ボランティアの登録を進め、その活用を図る。生涯学習

ボランティア団体は、生涯学習センターにおける講座の企画・運

営に協力し、生涯学習ボランティア連携講座を開催する。 

６ 
府中市市民提案型男女共同参画

推進講座事業 

市民団体等の企画運営による講座を通じて、地域における男女

共同参画の意識づくりと担い手育成を図る。応募団体の中から

選考を行い、選考を通過した２団体に事業を委託する。委託先団

体が主体となり、地域における男女共同参画の意識づくりや女性

人権の啓発等をテーマとした多様な講座を企画・実施する。 

７ 元気いっぱいサポート事業 

地域ぐるみでの健康づくりの取組を行い、ソーシャルキャピタル

の醸成を推進するため、元気いっぱいサポーター及び元気いっぱ

いサポーターリーダーが地域での健康づくりを推進する。 
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施策３ 府中市学びのネットワークづくり 
 

【 施策の内容 】 

●地域、団体、学校、大学、企業との協働による学習･活動支援や、生涯学習に関連する施設

間の連携を通じて、生涯学習を共通の視点とした市民の活躍を支える体制として「学びの

ネットワークづくり」を推進します。 

〇市内企業や、市と協定を結んでいる大学、学校等との連携を強化し、公開講座や教養

セミナーなど、専門的な学びを含む多様な学習機会の充実を図ります。 

〇市内各地域の学校支援ボランティアとの連携により、世代を超えて学び合える身近な

地域での学びの場づくりを進めます。 

〇生涯学習センターを中心に、市内各地域へ学びを届けるとともに、生涯学習関連施設

間の連携を強化します。学びの情報や機会の共有、人や活動のつながりを通じて、市

全体で学びを支えるネットワークづくりを進めます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現状値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和 16 年度） 

生涯学習センター出張講

座の実施数 

文化センター等において、生涯学習

センター出張講座を実施した数で

す。 

― 15 講座 

生涯学習に関わる団体等

と連携した事業数 

府中市の生涯学習を支える団体や企

業などと連携して行った事業数で

す。 

― 20 事業 
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【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ 生涯学習関連施設連絡会議 

市内の生涯学習関連施設のイベント情報や市民ニーズの動向な

ど、学習活動に関する情報交換をする。生涯学習関連の施設の

担当者により、学習事業の情報交換などに加えて、全市的に取り

組むべき企画について協議する。 

２ 
生涯学習センター出張講座 

【新】 

文化センターをはじめ、自治会や PTA 等において地域ニーズに

応じた講座などを、生涯学習センターが企画して出張形式で実施

することで、市内に学びのネットワークを広げる。 

３ 大学・高等学校との連携 

市内の東京農工大学及び東京外国語大学と連携して、教養セミ

ナーなどの企画、生涯学習フェスティバルでの学生サークルと連

携したイベントの開催など、地域における大学・高等学校との協

働を進める。 

４ 学校支援ボランティア 
地域社会が学校に対して支援していくボランティア活動を行う。

世代を超えたふれあい活動の実施、地域の伝統的な文化や技能

の伝承、校庭の整備・花壇の世話などを実施する。 

５ ふちゅう市民カレッジ 【新】 

地域全体を知の資源として捉え、市内の民間事業者等と連携し

た学習プログラムを展開する。企業やNPOが提供する非営利の

学習プログラムや講師派遣の事業を市が紹介し、市民の学習活

動に役立て、地域の生涯学習の力を引き出す。市内に営業所や

工場などを有する企業等に働き掛け、企業等によるメニューを出

前講座に追加し、その講座数の増加と内容の充実を目指す。 
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２ 計画の進行管理   
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 １ 計画の推進体制 

 

（１）全体の推進体制 

本市では、平成 15 年３月に、市民の生涯学習の振興に関する調査・審議及び建議を行う機関

として、府中市生涯学習審議会を条例により設置しています。 

本計画についても、主管課である文化生涯学習課を中心に施策を推進するとともに、その進

捗状況や評価については、府中市生涯学習審議会において定期的に審議を行い、必要に応じて

建議を受けながら、計画の着実な推進を図ります。 

 

（２）庁内連携による推進 

本計画には、様々な部門が所管する施設や事業を位置付けています。計画を着実に推進する

ためには、庁内の関係部署が相互に連携し、分野横断的に取り組むことが重要です。 

生涯学習に関する情報共有や事業連携を進めるとともに、各課が所管する施設間の連携を図

り、市全体で効果的・効率的な生涯学習施策を推進します。 

また、生涯学習センターの再整備を契機として、新たな生涯学習センターを中心拠点に、庁

内担当課や市内の学習施設、地域資源とのネットワークを強化し、多様な主体が連携する生涯

学習の推進体制（多様な学びのネットワーク）の構築を図ります。 

（３）市民協働による推進 

本市は、平成 26 年 10 月に「市民協働都市宣言」を行い、市民協働によるまちづくりを推進

しています。また、令和６年度には「府中市市民協働の推進に関する条例（通称：協働しよう。

そうしよう。条例）」を施行し、市民協働を推進するための基本的な考え方を定めました。 

令和４年度から令和 11 年度までの第７次府中市総合計画においても、目指す都市像の実現

に向けて、市民と市が「協働」し、魅力あるまちづくりを推進するとしています。 

 

生涯学習の推進に当たっても、市民の学習意欲を尊重するとともに、施策の推進・評価や施

設運営、事業企画への参画など、市民や地域の力をいかした取組を進めます。 

また、市民、地域、団体、学校、企業、ＮＰОなど、生涯学習に関わる多様な主体との連携・

協力を深め、それぞれの強みをいかしながら生涯学習を推進します。 
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 ２ 計画の進行管理 

 

本計画の施策・事業を着実に推進するためには、事業の実施状況や成果を定期的に把握・検

証し、必要に応じて改善を図ることが重要です。 

本計画では、Plan（計画）、Do（実施）、Check（評価）、Action（改善）のＰＤＣＡサイクル

に基づき、継続的な進行管理を行います。 

毎年度、各担当課において、基本施策ごとの事業の実施状況を把握・点検するとともに、課

題の整理や改善に取り組みます。また、計画全体については、施策ごとに設定した施策指標に

より、進ちょく状況を評価します。これらの結果を府中市生涯学習審議会へ報告し、意見・建

議を受けながら、計画の着実な推進につなげます。また、基本方針ごとに設定した成果指標は、

計画最終年度に結果を把握し、次期計画につなげます。 
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